
政
令
第

号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係
政
令
等
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（

平
成
二
十
三
年
法
律
第

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

八
十
二
号
）
第
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
五
第
一
項
第
九
号
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第

二
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
イ

、
第
十
四
号
並
び
に
第
十
五
号
イ
及
び
ハ
中
「

(2)

空
隙
」
を
「
空
隙
」
に
改
め
る
。

げ
き

（
建
設
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
三
条
の
二
第
四
号
中
「
第
百
条
」
を
「
第
百
一
条
」
に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
二
第
十
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
、

「
同
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「

同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号

」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
同
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、

「
同
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十

二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「

第
九
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
第
二
号
ロ

中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
第
三
十
二

(1)
(i)

(1)
(ⅱ)

条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
(1)

中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
九
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（ⅲ）



第
二
十
五
条
の
四
第
二
項
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め

、
同
号
イ
中
「
同
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
一

号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を

「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
九
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
四
項
第

二
号
」
を
「
同
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
項
第
二
号
イ
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に

、
「
同
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、

「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第

三
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
同
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」

に
、
「
同
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第

三
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
」

を
「
第
九
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
第

二
号
ロ

中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
第

(1)
(i)

(1)
(ⅱ)



三
十
二
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同

号
ロ

中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
九
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

(1)
（ⅲ）

第
四
十
条
の
二
十
四
第
一
項
中
「
都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
五
第
二

項
第
一
号
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条

の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
二
号
施
設
道
路
（
同
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
一
号
施
設
道
路
（
同
条
第
五
項
第
一
号
」
に

、
「
「
二
号
施
設
」
を
「
「
一
号
施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
の

五
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
二
号
施
設
（
二
号
施
設
道
路
」
を
「
一
号
施
設
（
一
号
施
設
道
路
」
に
、
「
二
号
施
設
に
」
を

「
一
号
施
設
に
」
に
、
「
同
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百

五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
四
条
第
一
項
第
四
号
チ
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

（
近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
五
条

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
を
削
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
第
四
条
第
三
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
法
第
四
条
第
三
号
」
を
「
近
畿
圏

の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条

を
第
一
条
と
し
、
第
三
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
堆
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

た
い

第
五
条
中
「
第
二
条
第
一
号
」
を
「
第
一
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
第
六
号
及
び
第
七
号
ロ

中
「
堆
積
」
を
「
堆
積
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

た
い

(3)

第
七
条
第
一
号
中
「
勾
配
」
を
「
勾
配
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
八
条
を
第
七
条
と
す
る
。

こ
う

（
中
部
圏
の
都
市
整
備
区
域
、
都
市
開
発
区
域
及
び
保
全
区
域
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

中
部
圏
の
都
市
整
備
区
域
、
都
市
開
発
区
域
及
び
保
全
区
域
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政

令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
一
条
中
「
、
都
市
開
発
区
域
建
設
計
画
又
は
保
全
区
域
整
備
計
画
」
を
「
又
は
都
市
開
発
区
域
建
設
計
画
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
第
四
条
第
五
号
ヌ
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
ヌ
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
五
条
第
三
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
の
各
号
」
を
削
る
。

（
都
市
計
画
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
四
中
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
五
及
び
第
七
条
の
七
第
一
号
中
「
第
十
二
条
の
五
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
五
項
第
一
号
」
に

改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
号
中
「
第
六
条
の
二
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
の
二
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
表
地
区
計
画
（
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
項
第
三
号
イ
を
削
り
、
同
号
ロ

中
「
第
十
二
条
の
五
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
イ
と
し
、
同
号
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

土
地
利
用
に
関
す
る
基
本
方
針



第
十
三
条
の
表
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
地
区
計
画
の
項
第
三
号
中
「
第
三
十
一
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
一
条
第

二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
沿
道
地
区
計
画
の
項
第
三
号
中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
九
条
第
二
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
イ
を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
第
九
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
九
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号

ロ
を
同
号
イ
と
し
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

土
地
利
用
に
関
す
る
基
本
方
針

（
筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
市
町
名
」
を
「
市
名
」
に
改
め
、
同
表
つ
く
ば
市
の
項
中
「
及
び
高
野
台
」
を
「
、
高
野
台
、
牧
園
、
池
の
台

、
松
の
里
、
西
の
沢
及
び
若
葉
」
に
改
め
、
同
表
茎
崎
町
の
項
を
削
り
、
同
表
備
考
中
「
平
成
十
一
年
十
月
一
日
」
を
「
平

成
二
十
三
年
八
月
一
日
」
に
改
め
る
。

（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。



第
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
七
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
七
条
第
二
項
第
三
号
」
に
、
「
同
項
第
五
号
」
を
「
同
項

第
四
号
」
に
、
「
第
二
十
三
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
六
条

第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
六
項
」
を
「
第
四
条
第
五
項
」
に
、
「
つ
ど
」
を
「
都
度
」
に
改
め
る
。

（
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
九
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
九
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
九
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

の
一
部
改
正
）



第
十
二
条

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

施
行
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
四
号
中
「
第
七
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
七
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
重
点
整
備
地
区
に
お
い
て
同

項
第
四
号
」
を
「
重
点
整
備
地
区
に
お
い
て
同
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
中
「
第
七
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
七
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第

二
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
六
条
第
四
項
」
を
「
第
六
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
十
五
条

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

（
景
観
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
八
条
第
二
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
八
条
第
二
項
第
四
号
ロ
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
八
条
第
二
項
第
五
号
ホ
」
を
「
第
八
条
第
二
項
第
四
号
ホ
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
第
八
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
八
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
堆
積
」
を
「
堆
積
」

た
い

に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
第
八
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
八
条
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
地
貌
」
を
「
地
貌
」

ぼ
う

に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
八
条
第
八
項
」
を
「
第
八
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
八
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
八
条
第
四
項
第
二
号
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。



第
二
十
二
条
第
三
号
イ
中
「
地
貌
」
を
「
地
貌
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
ニ
中
「
第
八
条
第
二
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
八

ぼ
う

条
第
二
項
第
四
号
ロ
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
八
条
第
二
項
第
五
号
ハ

」
を
「
第
八
条
第
二
項
第
四
号
ハ

」
に
改
め

(1)

(1)

る
。

（
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
第
二
号
及
び
第
二
条
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

関
連
事
業
計
画
に
」
に
改
め
、
「
関
連
事
業
計
画
の
内
容
が
公
表
さ
れ
た
」
を
削
る
。

（
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
三
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
第
三
十
一
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附

則



こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
国
土
交
通
省
関
係
政
令
等
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。




